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第　8　釜　第　3　号

鶴舘
1963年3月25日

雷　鳥　調　査　の　荷　上　U

撮影　高　橋　秀　男
3月14日,無風快晴の天候に恵まれ･大町両日向山から爺ケ南極池小屋(標高2450m,ライチョウ調査基地)

へ･ベル4 7G-KH4型ヘリコプター(朝日へリK･ K,永富武雄氏操縦)によって,五回にわけて約1ト

ンに及ぶ本館の雷鳥調査隊周物資の荷上げが行なわれた｡窟陸地点は･種池小屋の西方約1 5 n,稜線上のわ

ずかな平坦地o全体の飛行並びに積下ろし所要時間は1時間3 8分でおった｡後立山連峯の稜線上へ,へ1)コ

プクーが着陸に成功したのは･今回がはじめてである｡

大　町　山　岳　博　物　館
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資料　白　馬　岳

私はこの山階第6巻第6号に｢白馬岳小吏｣なる拙文

を載せたが,紙面の都合で概略にとどめざるをえなかっ

た｡そこで今回は,その中の重要な部分または興味を引

くところ或はその後の調香で明らかになったものなどを

載せ,北アルプス連山の花形白馬副こ興味を持っ万の参

考になればと願うものである｡

一　倍府統記と白馬岳

1 ,三国境と乗鞍紛争

松本の城主思幹氏が,政野の一助にと享保7年(1722

) 9月鈴木重武,三井弘篤の二人に命じて草案を作らせ

享保9年12月完成を見た,全33巻におよぶ信時節記には

当時の県下のあらゆるもの調,洩っていて,非情に史料と

して得がたいものである｡

その第6巻信渡国都墳記四安曇郡には,越中越後飛翔

の国と揺する主要な山名が載っている｡その中の白馬連

装の部分を見ると｢酸後越中信濃≡国境｣此所モ川名ナ

クまた通路モナシ,東面ハ信濃ノ国ナリ西ノカニテ南ハ

越中北ハ越後国ナリ,此山中駄々幾何トイフ数知レズ信

澱国中ハ大山名アル獄々下二記ス.三国境ノ山ヨリ北へ

乗鞍緻マテノ間モ国界知レズ｡ ｢乗鞍撤峰通ヲ国境トス

｣越後ノ国ニテモ同名此所ヨリ蒲原古沢姫川海口ノ所マ

デ山ハ降通り川ハ中央ヲモツテ国境トス｡乗鞍鰍の名称

本領ノ中二三ヶ所アリ, -ハ前二見ユタル南西隅ニフル

山ナリ. -ハ此ノ出ニテ越後墳ニアリまた-ハ信澱国中

ノ山ニテ即チ安芸郡大町与塩島薪田村ノ西北ニアリこれ

ヨリハ南二当ル,雫探し年出見通シノコ上側蓑リタル出

ノー､ソナリ.委ク大町与山ノ部類二誠ス｡とあり大町与

の所にきて, ｢信越ノ界ゑ'):r):畑等/闇ニアル乗鞍練ノ

輩ハ前二記シクリ但シ横前駿,風吹上云ヘルハ此猫二暗

ベル山名所ナルベシ此乗i鞍練ノ西表ハ越後越中ノ国持出

又松本領塩島新田ノ西ニアル乗鞍獄二伸テ委細ノ事ヲ霞

テ記スベン,総千校本領二乗緻十号スル独三､､)アリ肉二

･ソハ隣国二境セルモノニテ既二前二誼シタリ今度二般ス

ル所ハ当与塩萬新田/JJノ出ナリ元禄年中改メラレデ割高

=JlrLマル所ノ国絵図三城七夕Iレ乗鞍独ハ国擬ニアル所ノ

二､ソヲ記セルノミニテ此腐亀新し11 /乗鞍ハ他剥離Y)ニ変

ハラザル政略シテ職セサリンヲ享保七年公命アリテ山見

通シノ為,建部珍次郎ヨリ御指図十シーア官軍の絵図二載

スル所ノ乗鞍ヨリ鵬科都妻女川上小県翻根津領湯ノ丸出

へ見通シノ蔀剛寸ラレシ'時清水次郎有ヱ門,木藤仙石工

門,長谷川欒占術門,中根又宥術門ノ四人ヲシテ山々ヲ

見分セシムル所二越後界ノ乗戯紙ハ当与石坂枯′押ニア

レドモ厨メテ爵キ山ニモアラザレパ,前ノ副等二丈へラ

レテ右命ゼラレシ見通シノ用々少モ見ユズ｡然ルニ此塩

小　史　(1)

長　　沢　　　　　武

島新田村分ノ乗鞍独ハ馨モ極メテ寓ク塩島村ヨり凡ソ七

里程登りテモ絶頂マデハ岩壁嵯峨トシテ至ル事叶ハズ乃

チ乗鞍ノ前輪後輪卜云ヘル峰ノ中居木二似タル平ヨリ之

ヲ盟ムニ見通シ分明ナレパ(此ノ乗鞍嶽ハ越後界ノ乗鞍

鰍ヨリ遥二面ニアリテ西裏毛猶信綬ノ地ニテ山々並ピ統

ケリ)此ノ旨公百二達シクリシニ塩島千国ノ西二当レル

乗鞍ヨリ見分スベキ旨命ゼラルニ依り此山二登りテ右ノ

山々を見通シ後委シク言上セシニ見分ノ詳細ナル奉遷ク

他二優レクリトテ建部珍次郎ヨリ賛美アリシナリ｡

今接ズ/レニ元禄年中ノ国絵図ハ他国二隣レル所々ノ山

川二重ルマデ両国ヨリ附ケ合セテ国界ヲ定ムル故二其方

角ヲ郡中ニテ見レバ違ヘル所ナキニシモアラズ況ヤ村里

ノ号ハ名卜穀南トヲ専ラトシテ其所在ハ方角ヲモ正スニ

及パサルヲ然ル所以ハ一国ノ絵図二於テ其大概ヲ載スル

ガ敬二土地ノ広狭こおいて悉ク校へ正サ?'.敬二此乗鞍

獄毛管辟ノ図二任セテ命ゼラレンモノニテ越後界ノ乗鞍

トノ異ナリクレドモ塩島ノ山ノアレバー向達へ/レニモア

ラズ故二此山二登り見分セントすり.絵図二見ユタルハ

脂島村ノ四二載セクレドモ畢寛越後界ノ乗鞍ナ/レベン仔

細ハ絵図端書中二其愚見二然レパ今此見通ノ山トハ異ナ

レドモ同与ノ申近辺二同名アレパ蒔トシテ紛レ誤ルマジ

キニモアラズ官庫ノ大絵図ハ今後改ムベキモアラザレパ

此漸リヲ委ジグ記シ置クモノナリ｡ ｣と書かれており,

当時の白馬岳周辺の様子と山がどんな存在でおったかが

うかがわれて面白い｡

元録の絵図はやはり絵図であるため今の乗鞍岳が中土

駅の両方の辺に画かれていたわけだが,しかもその位置

の辺にやはり乗鞍岳ti呼ばれる小出があったということ

で,今で,ま笑いものだけれども.当時としては一般には

南川などそんなに重要な行住でなく,登るものも全くな

い頃とてこの出見分けは大住藷であったので上役から褒

美がでたのでおる｡

さて,前に戻るが,国都境話の所や各与の所に富める

出が載っている｡有明山,織姫ケ獄.申矧lL　不動獄,

ずばり越,五六鰍目すんのう獄.躇鳥山,餓施ケ獄,平

川獄,鰭ケ獄,乗鞍獄,一風吹築,横的創成.ゑぴらが峰

がそれで,五六鰍･ま今の爺,げんのう獄,礎島出は蘭島

檎,餓胞ケ猟ま王冠,平川鰍･ま大黒か輯松,鎗翻ま白馬

ヤリと思われるが,ここで大事な白馬岳に該当する山が

無いことに気がつく｡

2,回絵図と元諒の修正で

国絵図は怨l問網が,正保2年諸国に命じてそれ以前

のものを大改正させて作らせ,日本中のものを雷蔵に納

めたのであるが,それから50余年後の元禄10年再び国絵
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図改めのことが諸国は命せられ信駿の薪絵図は同14年に

完成したが,その時ゑぴらが峯,横前倉獄,乗鞍獄の3

山は古図に位置が誤って載っていたので訂正.また雨館

山,賞那楓11などは古図になかったものをこの時はじめ

て載せたので猛るo

官時に納まるというこの大絵図は今はどうなっている

か,戯っているとすれば見たいものである｡白馬岳の膣

史の謎をとく大きなかざである｡

3,月本訴切り出す山,果富山,鳥屋山と白馬

享保の当時松本藩は山林資源の行財政をどんな方法で

進めていたかをみるのは興味あることである｡信蒋統記

29巻柩本領諸件別記5にそのことが載っている｡

｢諸木材出ス時ハ元伐奉行トシテ歩行士並山目付役足

軽机改役小人ヲ定メ置キ机ヲ久レ元伐ヲナサンム｡ ･･････

･-･･村二小屋アリ米蔵ヲ立直キ相扶持等ヲ渡ス････････････

諸木伐揃へタル節ハ改奉行馬廻ノ者ヲ適シ吟味ノ上没入

シテ川々ヲ流ス･････････又仕出シ山トテ領分の者元締ヲ請

合帥ヲ入レ伐出シ賃銭ヲ以テ川ヲ流シテ渡壕へ講ル,此

時モ改奉行同前,渡場ニチハ郷中人足ヲ出シ諸木ヲ積立

ル(人足扶持規定メアリテ渡ス)又近年ハ渡揚積立英二

元締ノ者請合テ渡場二於テ間尺ヲ改メ請取ル専モアリ又

商売二伐出ス諸木ハ請合人頭次第運上ヲ定,領分又ハ他

所へモ出ス｣とあり.この後に領内の主要な資源林8ヶ

所を上げ,その位置,概観,搬出法など附記してあるが

大町組では野口山,大細山のニッが猛るだけで白馬山錘

の山は-ツもない｡

次に巣鵬山では大町組中に3ヶ所,島国山では9ヶ所

上っていて,鵬を打ちくる者には琵美を出すならわしだ

ったが,これも白馬山麓の名は出ていない｡

4,かげ薄かった白馬岳

以上信将総記によって,今から250年前の白馬岳周辺

の山がどんな立場にあっかが,間接的に調べてみたわけ

でおるが,松本織としては比のILlは車掌上.行財政上全

く重要な山ではなかったようであるし,一般民衆として

も境界,宗教,狩猟,木材資源などの面でそれ程蜜接な

つながりがあったようにも思われない｡もしそおいった

面で何か特色があっだとすれば当然この書物に載ってい

る箸なのである｡

国境の山であり,乗鞍岳以上に三国境の地点の山とし

て記録されるべき山で治りながらこのLLlの名前すら出て

こないということ,しかも前山に遮られることもなく30

00m級の一連の山が里から見られZという,全国的にみ

ても珍しい数少ない条件を持ちながらであるという点か

らしても一寸うなずけない問題である｡いずれにしろ白

馬副ま当時としては全く見むきされない,個性のない山

であったわけである〇

二　白馬岳山名考
1,無名の山白馬岳

山名考といえはその山の名前の出所.由縁を考えるこ

か普通であるが.ます白馬岳では前項でも解るようは,

この山は250年前の信州側としては,いわゆる名無しの

権兵衛であったわげで,一般民家はただ｢タケ｣として

恐れ,うやまっていたようである｡

2護中側では上的ケ隊

徳川時代加賀の前田灘ま国境馨隅,資源開発に憩を注

ぎ,擾長年間には既に黒部奥山廻りをおき,寛水年間に

は絵図作成の見分登山が行なわれたのであるが,今に賎

るその絵図からして越中側では上駒ケ鰍と呼んでいたこ

とがうかがえる｡

3,越後側では大連蕃山又は蓮花歓

越後榔･ま蓮華銀山,蓮花温泉など占くから開け.避佗

岳として関縁者に知られていたもので,蓮華温泉の色調

をみてもそれがうかがえる｡又富山県でも朝日町におる

大運輩出探勝会:iま,既往でも白馬岳を大運輩出として,ま

っきり観光宣伝を続けている｡

一方長野県としても明治の初めこの山にはっきりした名

前がなかったが県内での第3杜の高illとして山名を入れ

なければならなかったので.諸所調箆の縞粟その統計書

に避花岳の名前を付けて発表し,明治の中期迄これを訂

正せずに来ている(明治39年北安曇地誌より)し明治22

年信鰻教育全編さんの長野県地図にも蓮華掃となってい

八方池の風除地蔵
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4,代馬から白馬へ

さて最後に代馬か白馬かは現代人の良く議論される処

でおるが.いずれにしろ正しくはシロウマというべきで

白馬という漢字がこれに使われるようになったのは一般

的には,明治26年山頂に一等三角点が撰点された頃から

大正2年5万分の- ｢白馬岳｣が発行されたその頃から

である｡ (精しくは明治30年頃からで,ウェストンの登

山記録, ｢日本アルプス登山と探検｣には第-回登山の

明治27年は,蓮華温泉方面から登頂した関係もぬるかも

しれないが, ｢大蓮華山｣とあり,第二回登山の大正2

年の所では｢白馬岳｣となっている.また近代登山第-

号の河野齢殻氏の登頂が明治31年8月で,翌32年5月に

その記録を｢白馬晶に叢る記｣として,信濃教育153号

に発表している｡ )

参謀本部;･*その頃模糊としていた山名の統一という面

では大きな功績が猛ったが,その山名に如何なる漢字を

用いるのか正しいか,も少し慎重で8:Dってほしかった｡

白馬岳周辺を見ただけでも.雪倉岳と鉢ケ岳がこの時か

ら山名がすり変ってしまったり,蜂ケ岳が鉢ケ岳,平川

が白川になったりで,当時の測量寅館潔彦氏も大変なあ

わて者でおったらしい｡いずれにしろこのILlの名商の起

大　日岳山頂の大　日如来

りは融雪時,黒く現われる山肌の馬形が丁開山嬢では田

植の代かきの時期であることから･代かきの頃山腹に鳥

形が現われる山, ｢代忠敬｣と田鶴民から呼ばれたもの

であることはほんとうであろうから,この山名にふさわ

しい漢字は｢代馬｣でなくではいけないわけであるが･

この民衆の中から生れた素朴なほんとうに親しみ易い｢

代馬面｣という山名はいったい何時頃から生れ呼ばれた

ものであろうか?そしてこんなす晴らしい名前がどうし

て他郷の人にまで知られなかったものなのだろうかo筆

者は末だ｢代馬｣という山名が刷､られている古文書や

絵図を見たことがなく.私の求めている謎の一つである

以上が白馬岳の越中,越後,信州側における呼称であ

るが,往時一つの山について同一の側においてすら幾つ

かの呼び名があった頃のこととて(例えば陸島槍は鶴ケ

獄,槍ケ獄.乗鞍獄,シシケ獄,背寛獄,肩寛嶽･蘭島

大獄などの異名を持っていたo )実際との山を境とする

隣り合う国とはいえ,遠く離れた三国では仰望するに形

姿異なり,何人も同一の山と思えなかったことは推察す

るに難くなく,従ってそれぞれの国においてぽこの山を

異なれる山とし,自分達の山として呼んでいたにちかい

ない｡ほんとうに｢山深ク脚且ナノレ故通路ナシ,山中駄

々幾何トイフ数知レズ山名モナシ｣という所が尊実でお

ったわけである｡

三　大日如来と地蔵菩薩のこと
このことは第6巻第6号に載せたのであるが･その後

の調査で判明した所がおるので一寸記しておく｡

1,大日岳の大日如来

大日岳山頂の大日如来の有線は亨和元年(1801)の建

立である｡石塚の側面に次の文字が彫まれている｡ ｢宇

刺-Jt四六月二十四白糸｣最後の糸の字以下は砂岩でおる

ため長い年月の間に既に破損してしまい無いが･どうや

ら糸魚川万両の人物が背負い上げたものと思われる｡

興味の中心よこの百線がどちらの方向を向いて最初祭

られていたかでぬるが,この有線,軽道であるためと山

頂はガラ場で大岩なく移動が自由にできるので今沫それ

を知る由もない｡

2,天狗池の地蔵菩薩

語り聞くこの延命地蔵を探して2年,先年ようやくそ

の位置を確認したのであるが,天狗池の南斜面を300m

種揚ノ入沢へ下った岩窟の内であった｡岩窟の入口は八

万胞の万を向き,高さ約1m,奥行き2m余で全く雨の

かゝらないその奥に石仏を発見することができた｡

一見して縫いたことは,この延命地蔵八万他のものと

建立年同じく,総枠の形,寸法もほとんど同一のもので

あることであった｡しかも岩窟内のため製作当時そのま

まの細かいノミの跡が見られる素晴らしいものであった

石仏の側面には慶応35年(1867) _TI_之と猛るのみで,建

主が誰であるか知ることができなかった｡尚石仏の側に
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天狗の池の延命地蔵

は｢維持明治甘式年四月八日｣と壁書された標札のよう

な木祖があったか,下部は朽ちて不明となっていた｡考

えてみるとこの岩窟は私1人ではついに探し施てること

かできず,天狗小屋の従業員に依頼して天狗岳一帯を幾

日もかかって探しようやく探し当てたもので,今から10

0余年前の慶暗年代既に白馬岳一帯はそおとう詳しく調

べられていたことがうかがえるのである｡

四　負遭温泉引湯と大遭難のこと

鑓温泉は古くから山麓民に知られていたようであるが

何にしても場所が白馬鎚晴下の若韓の下で,ナダレの続

発する摂南2.100mもある危険な所であるので,演出す

るまま放路されていたのである｡しかし明治維新と共に

入山も楽になり,たまたま韓業開発,文明開化の新しい

空気が世間に広まりこの温泉の開発を夢みる者がでてき

たが,地元の細野部落でも明治5-6年頃から引瘍話が

持ち上り,明治8年いよいよ丸山九一民ら3人の実力者

によって計画は進められ,同9年7月工郵こ窟手したの

である｡丸山盛代氏は部落におって総まとめ役,丸山幸

吉氏は八万飛んで外交と資金の調▲垂,丸山九一氏は現場

監督と分担も決って,人夫は地元民を始め,南安の島々

稲核方面から大垣60人近く集め,竹樋5.300間をもって

この温泉を引湯,三次郎を経て二股に浴舎を建て,営業

しようというもので,工撃を急いでいたのでおったo

(丸山記録)明治九年拾弐月丸山弥左衛門

信濃国安曇郡鑓ケ嶽温泉引下ケ績蕾

地元北城村之内細野耕地

-,竹樋五千三百四拾間　湯元より字二股迄里程弐里拾

七丁　此代金四百円玉拾銭　但シ壱間二付代金七銭

玉垣

-,ツギテ木弐千六百七拾口

雌代金　三拾弐円四銭　但シ壱ロニ付代電鍵二厘

-,縄五百三治四粟

此代金　三拾弐円四銭　但シ老来二付六銭

-,人足六拾人　但シ老人二付壱間八銭九厘

此代金　七百五拾円　但シ老人二付拾弐銭五匝

-,大工三百九拾五人

此賃金四拾九円四拾弐銭五底　値シ老人二付拾弐銭

玉垣

-,並人足四百九拾八人　但シ竹樋継手木維持運人足

此賃金四拾九円八拾銭　但シ老人二付拾銭

合計金千三百拾参円八拾四銭五厘

(白馬高志難攻　中島正文　｢山岳｣第46, 47年より)

険阻なこの南山での引揚工劃ま,竹樋で2里半も下ま

で引蕩するということ,又ナダレの為に毎冬季間被かい

ざれ,しかも半年以上使用不可能なこの引揚計画はまっ

たく幼稚なものであるが.たまたまこの明治9年は寒波

の来捜早く,旧歴の9月に入った時には白馬岳一帯には

既に新雪が来ていた｡

9月23日,この日は前日と打って変って里では風こそ

寒いか快晴で,黄金の稲徳を前に村では豊作を祝う祭り

太鼓が鳴り四ッ谷の三夜原では小屋がげも賎しく田舎芝

居が始まっていたのでぬるが,その時山から遭難の凶報

が入り,居並ぶものは総立ちとなり泣きさわき,芝居は

中止となったとのことである｡

その前夜白馬岳一帯には1 ,5研こおよぶ新雪が降り,

監督の丸山九一氏はただちに工輩を中止し,資料を撤収

して村へ帰ううとしていたのであった｡氏は-たんば三

次邸を六五衛門滝の万へ下ろうとしたがナダレの危険が

おるので人夫を再び小屋へ帰らせ-服し,小日向山へ廻

ろうと考えていた時でおった｡風よりも早く音もなく襲

った新雪雪脚ま,一瞬にして21人の命を奪ってしまった

のである｡この遭難で地元では丸山番太郎,高橋兼吉丸

山徳太郎,丸山毛佐.丸山己之吉の6人が死亡したので

あった｡全員の遺体は菰包として今の火の見やくら近く

にあった郷倉の前迄下げ,こゝで検死がなされたのでめ

る｡これは白馬岳遭難史上最初で最大の惨轟であったわ

けである｡

(山博調査員,白馬村役鴇勤務)
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オ　ナ　ガ　に　つ い　て

長　　沢　　修　　介

はじめiこ

近年都市の発達と観光開発は目まぐるしく.多くの原

野や森林が切り開かれその姿を変えて行き,野鳥の楽園

であった緑の原野は年と英に数が破って行く｡又一万近

代農業の発達も化学薬品の使用により野鳥には大きな脅

威となってきた.苦はあんなI･=多かっだ燕の数もここ数

年特にその数を減少し,又もっとも人間忙密接な関係に

施る雀でさえ数の減少は否めない事実となってきた｡

そんな中にあって唯一種このオナガのみは近年当地方

においでは年々数を増し又蕃殖地を広げつつある｡

当大町地方への渡来は正確には解らないが私の確認は

昭和28年の春であった｡その頃は私もまだ良くこの鳥に

ついての知識は持っておらずただめずらしい烏を見たと

いうにすぎなかった｡それで帰って本を調べあらためて

この馬についての知識を持ち当地方には今迄蕃殖例がな

いことが解り興味を持ってこの烏の蕃殖を見守るように

なった｡

一般習憧

オナガは当地に審殖を始めて細0年位.ベレーをかぶ

った様な頭部の黒色と体全体の淡い青色が美しく名前の

通り他の鳥に比べて祢長よりも尾が長い｡飛び万はゆる

くふわふわと飛び,飛んでいる時に特に尾の長いのが目

立つ｡悪声で｢ギヤー,ギヤ-｣或いは｢ゲェウィ-,

ゲェウィー｣と大声で鳴くのですくわかる｡日本特産の

烏で,本州と北九州の一部に限り棲息しているが,本州

でも局部的に棲息し.特に関東平野には多い｡県下でも

その鼠忠地は局限され各地では見られない｡冬季は20-

30羽の群を作って村落地溝を飛びあるいている｡一つの

林から他の林に渡る時は村のはずれに集り最初1羽がひ

らひらとうつる｡他の者はそれを見ていて一割が渡って

しばらくしてから何も起らないと｢ゲェウィー｣と鳴い

てぞくぞくとうつる｡これは人家の庭の柿の実を食べに

来る時も同じで最初は少し離れた木に集結して少し輸か

にしていて,そのうちに1羽2羽がひらひら柿の木にう

つりしばらくあたりを警戒し何も起らないと一口ガブリ

とやる｡それを見てからあとの者ははらはらと柿の木に

うつり相を食べる｡もしその場合何かおやしい署や近く

に人を見つけると｢ギヤー｣と鳴いて飛び去ってしまう

又辞の附通に人や犬などが近寄ると｢ギヤー,ギヤー｣

と轡戒声を発し仲間に知らせてすくに飛び立ってしまう

個々利巧で集団性の整った烏で撞Dる｡又この烏にはリン

ゴも好物の一つである｡秋には林などに接した所のリン

ゴ畑はよく被害をこうむる｡それもヽ国光ミよりはヽ紅

玉ミの万がやわらかいためよく食べられる｡そして木の

梢の良く熟した色の良い様なものからやられてしまう｡

見張　り　をする　オナガ

又畑のトマトなどにいたずらをして農家から苦情が出た

りする｡しかし森林の毛虫のような害虫でも沢山食べ林

に生活することの万が多いので害よりも益の万がはるか

に大きい｡

安登平における分布

現在のオナガの棲息している場所は安曇平の木崎湖以

南のほとんどの地域に広がっている｡しかし澄まり山寄

りの地帯にはその姿を見かけず平地の方が多い様である

特に市街地よりも一歩外れた村落の家が点在する様な所

に多い｡安曇平では大町以講穂高町の辺り迄は特に高瀬

川を主軸にその西側の松林や疎株が主に彼らの棲息及び

欝稲の地帯となっている｡冬季間はそれにそった両側の

村落附通で餌を求めている様子で治る｡それが大町に入

ると昭和罷工大町工場を界にしてそれよりも西側に多く

柿ノ木言高根,野口,大原,大出,ニッ屋と高瀬川及び

鹿島川の両岸の市街地よりも少しはなれた村落附近に多

く市街地の菓側に!,ま澄まりその婆を見かけない｡髄島川

にそって北限は大体藤波部落辺り,ニッ屋から蘭島部落

に通する道が髄南川を渡る地点でぬる｡又借馬,木崎辺

りへも出現するが冬季が主で蕃純地にはならない｡それ

で木崎湖を界としてこれより北は両側に山がせまってい

るためその姿をほとんど見かけず又蕃殖の例もないよう

でめる｡以上冬季の棲息迄含めてその棲息地帯を書いて

鬼たが当婁柴平への渡来初期には何処で蕃雛したかそれ

ば確たる記録はないが私の調査によると昭和28年4月だ

った1羽を現在の柿ノ木の市営住宅の附通で見かけたが

その年:-まついに琵錐の実例を見るまでに至らなかった-.｡

まして松川や穂寵の方でもその例がなかった様子｡その

年の冬も姿を見ずこの土地で鶴亀まないものと治きらめ
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ていた｡所が29年の奮, 3月下旬に先年と同じ柿ノ木地

籍にて3羽を見かけ先年のものが蕃殖した確信を深めつ

いにその4月これも今は切り払われて現在は開講の冒材.

採集場になっている場所の松林の中に2巣を見つけるこ

とができた｡そしてその年の秋9羽の群を南榎から野口

辺り迄に見かける様になった｡

所がこの初めの蕃殖地が関西電力の黒四ダムの工事の

ため切り開かれ昼硬の騒音と族をかむり全く彼等の凄め

る場所ではなくなってしまって,折角彼等が安柱の地を

得たのにと思って見ても私にはどうすることもできず唯

文明というものが怨めしく思われた｡そして彼等が何処

かに去ってしまうのではないかと心配したが幸にして次

の年にはそれよりも1 Km位はなれた場訊こ3巣を認め

又野口の川原の松林にも柿ノ木の松林にも営巣を確認し

胸をなで下した｡その後この辺の松鵬まほとんどが切り

払われてしまい彼等はやむなくこの川づたいに上はニッ

屋方面へ,下は順次松川の方面へとのぴて行ったものと

思われる｡現在では有明や穂高のワサビ畑の中にも疎村

から藤村へと飛ぶ少群を見ることができる｡

営　巣

当地において蕃鰭を始めてから2年目,始めてその巣

と卵を見ることができた｡蕃殖期に入っても他の烏の態

にあまりはらはらにならず一つのコロニーを作って蕃殖

しているようである｡私の見た例では1つの巣から5n

四万位の所に3巣もあった｡そしてその木の近くに近寄

ると｢ゲェーウィー｣と高々と驚戒声を発し他の応援を

求め3羽4羽と集って来て｢ギャ-ギャー｣と騒く｡巣

は針葉樹こ作られ大のにきりこぶしか一つ入る位の大き

さ｡いずれも沢目憶の繁った所を選び外見はほとんどわ

からない｡外側は枯枝などを用い内側には細い木の根か

枯草を用いておった｡淡い縁掲色の旭こ褐色の臨まのぬ

る卵を5-6榊室んであった｡当地のもの:ま治まり,,訓＼

所へは巣を作らないようで私の例では最低50:Jn位のネズ

休息しているオナガ

の木の繁に猛った｡ネズの木は葉がトゲの様になってい

るのであまり他の烏汝巣を作らないのであるがオナガは

良くこの木を使用する｡私の目撃したものは半数がこの

ネズの木の繁の中にあった｡他に適当な場所がないので

もないのにこの木が好きなのかも知れない｡今迄にネズ

の木を営巣は利用したものはオナガを除いてはモズの2

例を見たに過ぎない｡

飼育してみて

当地にオナがが馨魔を始めてから4年目,ようやく附

近の人達がこの馬に気付きだしそれと共に子供や心ない

人達によって巣が荒らされ始めた｡ 31年初夏この烏の巣

立ち直後の鱗を-羽子供が取って来たのでといって近所

の人からもらい受けた｡頭のベレーもまだ真黒にならす

白髪が生えたように白い毛が沢山出ており尾もまだ短か

くてとても可愛いく人の顔を見ると｢リェィ,リェイ｣と

真紅な口をあげてはエサをねだった｡カゴには入れず直

接部屋の中に赦して育てた｡私は昼間家にいなかったの

で姉にたのみ10分おき位つづにえさをやってもらい育て

たが始めは個々手のかかる烏だと思ったがそのうちにな

れるとその部室に近すくと声の近くで待っていて｢リェ

ィ, tjェイ｣と大きな口をあいてエサをねだる様!･まとでも

可愛いくつい何も忘れて何時間も遊んでしまうのであっ

た｡ 2週間位したらもう自分でエサ鉢からエサを取って

食べるようになり部屋の中もあちこち自由に飛べるよう

になった｡そうなると持前のいたずらJhを出しであるも

の見るもの何でもつついて見なくては気がすまず手当り

次第何でもひっくり返したり破ったりつついたり部屋の

中は散らかし放第, -つにあきると次々と薪らしいもの

を見つけては遊んでいた｡又食事の時はいつも人の肩に

止っていておいしそうなものを見るとちょいと横から境

を出して叱られたりした.この烏に｢ピー公｣という名前

をつけておいたが外に出ていても｢ピー公｣と名前を呼ぶ

と｢リェー｣と答えさっと肩え飛んで来て翼を下げてふる

わしながらあまえてエサをねだるのであった｡しかしこ

の烏:ま子陳を見ると頭に上って毛を引っぼって困らせた

それがもとである日事故を起しあえない最後をとげでし

まったoそれから後家人がどうしてもこの馬を欲しがり

他処から今度は成鳥に近い雛をもらい受けて来て今も育

てている｡今度のは前の経験もありカ王の大きいのを作

ってそれに入れ時たま外に出すことにした｡私の家には

一匹のセッター種の犬がおり面白いことにこれと共接し

ているo犬が眠っている時や物かげにいる時など他の犬

や猫が来ると大声で｢ギャーギャー｣と鳴く｡これを厨

くと犬は何処にいようと一目散にかけつけて勝ち番虻出

る｡又家人と他の家の人とを見分け家人が帰って来ると

翼をふるわせ頭を下げて｢ルルルル･･･｣と喉をならしうれ

しがるo我家では二代目ピー公もすちかり家の一員はな

ってしまった｡私も今迄何種類も鳥を飼育してみねがこ

れほどなつき･晴のうつるものはほか酌まなかった.
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雪　山　に40　日
積雪期　ラ　イ　チ　ョ　ウ

北アルプス爺ケ岳(標高2 6 6 9m)一帯において'

積雪期のライチョウの生態を調査する本館の〃雷鳥調査

隊〃一行は, ･去る3月12日,扇沢出合より南尾根に入山

した｡

調査隊は本館職員高橋秀男(隊長,

装備主任).平林国男(調査主任) ,

千葉膨司(食糧,記録主任)の3名に

通信連絡を担当する自衛隊松本軽とん

部隊の福園功陸士長,和田金弘一等陸

士の二名を加えた5名｡当日は菅沢六

滴他7名の第一次支援隊を含め12名が

入山した｡一行は南尾根の標高2100m

地点にキャンプ,翌13日午後,調査基

地種池小屋に到着,匝ちに基地建設に

漕手,明けて14日,支援隊は下山,一

刀,日向山からヘリコプターによる食

糧,研究器材,燃料等の物資空輸が行

なわれた｡

調査は　じ　ま　る

今回の調査は一昨年行なわれた夏の生態調査についで

積雪期の生態を明らかにしようとするものであり, 4月

20日まで40日間にわたって継続される｡

爺ケ岳南尾根を行　く　調査隊

山　行　を　思　う.

職場とうちとの気ぜわしい生活をくり返していると,しみじみと山をみることを忘れてしまっている｡高校

卒業のころ京都へ修学旅行した時,京都大学近くでいっしょになったその土地の五十年配のおやじさんが. ｢

銀閣寺をとうとうみないうちに焼かれてしまってな･･････｣と笑っていたのを思い出す｡

全校登山や生物部に友だちかいた･.ことなども手伝って,登るともなくおちこちの山へ登ることができた｡蓮

華や八万などへはよく登ったものだった｡

そのころ担任の伝田恒夫先生に憤有情の｢山行｣をすすめられ,すっかり山がいいものだと思うようになっ

た｡木目の浮き出た自表紙の古本を校本で探したときはうれしかったことを思い出す｡マックーホルンの偉容

さや,谷間にこだまする牧輩の角笛や,カラコロと首に鈴をつけた羊の説などが澄みきったように書かれてあ

った｡さらにアイガー東壁の初登馨の様子が,その困難さにもかかわらず,たんたんと薔かれてあったか,そ

のことがかえってまた摸さんの人からがしのばれて感めい深かったように記憶している｡

その後.これがきっかけとなり,浦松佐英太郎の｢たった一人のIm ,や田部垂治の｢山と渓谷｣を読んだ

りもしだが･ ｢たった一人の山｣などもいい本だった｡最近になってヒラリーの｢わがエベレスト｣を読みた

いと図書館から借りてはみたものの,そのままになってしまった｡

同じ山をみても･年を経て,生活経験が深まるにつれて.その味わいも違ってくるように思う｡そして,こ

んな理くつはどうでもいいのだが,すくれた人だけが山の美しきをもっとも深く感じているように思う｡これ

はまた別のことにも言えるようだ｡

理くつはとにかく･こんなに近くに立派な山々があるのだから.シーズンにはせめて二,三剛ま登ってみた

いものだとつねづね思っている｡

自塩町　飯　沢　茂　雄
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